議題１
令和元年度事業実施計画・状況について
１　誘客宣伝事業
　　・特別展示や新しい展示、催し等の都度、マスメディアへ向けた情報発信、情報提供を積極的に行い、話題あふれる活動、事業を展開する。
　　・リピーター増加のための新しい対策として、昨年度から実験的に実施している「観覧料割引券付きレシートによる割引」について、さらに効果を確認するため本年度も引き続き実施する。昨年度、割引券付きレシートを利用した観覧者数は合計で550人で、増加傾向にある。
　　・冬期間の「中学生以下無料キャンペーン」を継続して実施する。（令和２年１月11日～２月29日）
２　活動事業

（1） 熱中！感動！夢づくり教育推進事業
1 「親子わくわく魚ランド」の実施

水族博物館の舞台裏の見学やミズダコやピラニアなどの飼育生物の餌作り、餌やり体験をとおして、水族館の仕組みや水中生物の行動などを観察する。
・夏　期：令和元年７月23日～８月20日までの毎週火曜日　（５回）

・秋　期：令和元年９月１日～11月24日までの毎週日曜日　（10回）

当日入館された親子を対象に、１回あたり５組10名程度として実施する。
2 「移動水族博物館」の実施
　　　　水生生物の飼育体験をとおし、生物の生態等を観察することで、生物に対する興味や接し方、観察力の育成を図ることを目的に実施する。
　　　　・前川小学校　　　　１年生44人　　６月17日～７月22日
　　　　・希望ヶ丘小学校　　２年生70人　　10月～11月
3 「バスで水族館ドキドキ体験」の実施
　　　　児童に水族博物館の見学や体験を通して、自然、水生生物への興味や理解を深めるとともに豊かな心を育む機会を増やしてもらうため、市（寺泊支所）所有のマイクロバスで小学校から水族博物館の間を送迎する。
小学校の希望を取り入れながら、体験、質問会等のプログラムを用意する。

　　　　年々、申し込みが増加傾向にあり、寺泊支所における事業への影響及び所属の運転手の負担を軽減するため、本年度から週２回の実施とするが、学校側でバスを用意する場合は、受け入れる。
	学校名
	実施日
	学年
	人数

	新組小学校
	６月６日
	１年
	8人

	栃尾東小学校
	６月７日
	２年
	54人

	柿小学校
	６月11日
	１・２年
	27人

	日越小学校
	６月13日
	１年
	24人

	日越小学校
	６月14日
	１年
	24人

	日越小学校
	６月20日
	１年
	24人

	桂小学校
	６月25日
	１・２年
	11人

	石坂小学校
	６月27日
	１年
	9人

	青葉台小学校
	７月９日
	２年
	22人

	小国小学校
	７月10日
	１年
	25人

	青葉台小学校
	７月11日
	２年
	22人

	才津小学校
	７月16日
	１年
	24人

	上通小学校
	７月18日
	１年
	14人

	浦瀬小学校
	８月29日
	１・２年
	26人

	新町小学校
	９月17日
	１年
	31人

	日越小学校
	９月19日
	特別支援学級
	16人

	前川小学校
	９月20日
	２年
	24人

	神田小学校
	９月24日
	１年
	27人

	新町小学校
	９月26日
	１年
	30人

	前川小学校
	10月３日
	２年
	19人

	前川小学校
	10月４日
	２年
	19人

	新町小学校
	10月８日
	２年
	23人

	新町小学校
	10月10日
	２年
	24人

	長岡聾学校
	10月17日
	１年～６年
	17人

	福戸小学校
	10月24日
	２年
	21人

	甲南小学校
	10月29日
	３年
	19人

	深沢小学校
	11月７日
	１・２年
	14人

	脇野町小学校
	11月12日
	２年
	26人

	脇野町小学校
	11月14日
	２年
	26人


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　延べ29校 650人（6月末日受付分まで）
（2） 体験展示・企画展の開催
1 体験展示

タイトル：魚のお医者さん・ガラルファ(ドクターフィッシュ）で足湯体験
　期　　間：令和元年７月６日(土)～９月23日(月・祝)

内　　容：多くの方に話題を提供し、水生生物に対する興味や関心を深め、水生生物との触れあいを目的に、水槽に手を入れると皮ふの角質を食べてくれる魚・ガラルファにスポットを当て、水深の浅い大型水槽で足湯をするとガラルファが吸い付いて、肌をきれいにしてくれる体験型の特別展示を実施する。体験をとおしてガラルファの生態の不思議さに関心を深めてもらう。昨年度も大変好評だったことから本年度も実施する。
　　　　　・展示魚類：ガラルファ800尾

場　　所：２階タッチプール
2 企画展
・タイトル：かわいいだけじゃない！見て・触って・知って・ペンギンの秘密（仮称）
期　　間：令和元年７月20日～
内　　容：飼育生物の中でも人気のあるマゼランペンギンの詳しい生態や体のつくりなどの解説ブースを設置することでペンギンへの興味や関心を深めてもらうことを目的とする。
・パネルによる生態の解説（生態、体のつくり、飼育個体の紹介など）
　　　　　・ハンズオン展示（羽毛、擬卵など）

場　　所：２階エレベーター前
・クリスマスや正月など季節、行事にあった企画展示を行い、情報発信に努める。　
（3） 普及活動・催しの実施
1  水生生物探索会
　　　　　　　　　　  長岡市の自然環境の中で生息している水生生物の探索体験や水辺の環境観察などをとおして、親子に水生生物、自然環境への関心、理解を深めてもらう。
　　　　　　　　　 ・タツノオトシゴを探そう！日本海体験

令和元年７月28日(日)、８月４日(日)・18日(日)
　　　　　　　　　 ・ビーチコーミング・日本海体験

令和元年10月27日(日)、11月10日(日)・23日(土・祝)
計６回実施予定

2 動物ふれあい教室
・サメにどきどきタッチ(ガイドツアー)

　　   水族博物館で飼育している小型のサメに触れてもらい、サメ肌の体験などをとおしてサメの繁殖、生態についてわかりやすく解説する。

　　 　平成31年４月20日（土）～令和元年６月23日（日）までの毎週土・日及び祝日（24回実施）
　　 ・ケヅメリクガメと遊ぼう
水族博物館の屋外で体重20kg、甲長60cmのケヅメリクガメにクローバーなどの給餌体験やカメについてのクイズに挑戦してもらい、ウミガメ、リクガメ、淡水性のカメについてわかりやすく解説する。
　　 　令和元年６月29日（土）～９月29日（日）までの毎週土・日及び祝日（32回実施予定）
3 ダイバーによる餌付けショー

毎日４回実施している餌付けショ－について、観覧者にさらに喜んでもらえるように、餌のやり方を変えてみるなど、観覧者の反応を見ながらショーの内容が魅力的となるよう努める。また、クリスマスシーズンには恒例のサンタダイバーの実施する。

4 スポット解説

　　　　積極的に係員が来館者に声かけを行い、希望者に飼育生物の解説を10分程度行う。
5 出張展示・講話の協力

各支所の産業祭り等や保育園、小学校の依頼により、タッチプール、リクガメ等の出張展示や水生生物の講話に協力する。
　　　出張展示
　　　・４月13日（土）　　燕桜まつり：ケヅメリクガメ展示
　　　・４月26日（金）　　水道公園こどもフェスティバル：ケヅメリクガメ展示
　　　・５月 ５日（祝日）　悠久山小動物園 ようこそ！アルパカまつり
　　　　　　　　　　　　　　ケヅメリクガメ展示とサメにどきどきタッチ（トラザメ展示）
　　　・６月23日（日）　　寺泊コミセンまつり：ケヅメリクガメ展示
6 大人限定水族博物館バックヤードツアー
大人を対象にした水族博物館バックヤードツアーで、水族館の仕組みや活動を紹介したり、水生生物の生態、日本海の生物、環境問題等を解説と体験をとおして、長岡の自然や生物についての理解や興味を深めてもらうことを目的として実施する。

　　　平成31年４月から８月を除く毎月第三日曜日（11回実施予定）

（４）調査研究活動

　　・ホトケドジョウ生息調査（長岡市内　６月）
　　・淡水生物生息調査（寺泊入軽井地域　７月）
　　・モリアオガエル生息調査（長岡市内　６月22日）

・漂着生物調査（寺泊の各海岸　周年）

（５）職場体験・総合学習等の受入れ

　　　申し出により、逐次対応する。

（６）博物館実習生・学外実習生の受入れ
　　　申し出により、逐次対応する。
（７）裏方探検及び魚に関する相談

　　　申し出により、逐次対応する。
３　入館状況
　　　令和元年度６月末時点での入館状況は、総入館者数が29,275人で、対前年比100.6％、172人の増加。
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